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ト調査を実施した。調査期間は 2015 年 11 月である。 













村田ら 3）の DSRS-C を使用した。回答は、最近 1 週
間の状態を尋ね、各項目において抑うつ傾向が高くな
ると考えられる方から順に 2 点、1 点、0 点と採点











































 保健室来室頻度と DSRS-C 下位尺度因子の関係（全 



























































下位尺度 n 来室回数群 得点 有意差 多重比較
活動性及び楽しみの減退 222 　1.来室なし 7.3±3.5
241 　2.たまに来室 7.3±3.8 * 3>1,2
105 　3.よく来室 8.4±4.3
抑うつ気分 222 　1.来室なし 3.1±2.3


















































































保健室来室頻度と DSRS-C 下位尺度因子の関係 

















DSRS-C の因子分析により抽出された 2 つの下位
尺度と保健室来室回数の関連においては、保健室によ
n 得点 有意差 多重比較
活動性及び楽しみの減退  1.来室なし 56 6.3±3.1
 2.たまに来室 86 6.7±3.6 n.s
 3.よく来室 39 6.7±4.3
抑うつ気分  1.来室なし 56 2.4±2.0
 2.たまに来室 86 3.5±2.4 ** 3>2>1
 3.よく来室 39 4.7±2.7
n 得点 有意差 多重比較
活動性及び楽しみの減退  1.来室なし 74 8.3±3.5
 2.たまに来室 79 7.5±4.1 n.s
 3.よく来室 36 8.5±3.7
抑うつ気分  1.来室なし 74 3.3±2.5
 2.たまに来室 79 4.0±3.0 * 3>1
 3.よく来室 36 4.8±2.6
n 得点 有意差 多重比較
活動性及び楽しみの減退  1.来室なし 92 7.0±3.6
 2.たまに来室 77 7.8±3.5 ** 3>1,2
 3.よく来室 29 10.7±4.2
抑うつ気分  1.来室なし 92 3.2±2.3
 2.たまに来室 76 3.8±2.9 ** 3>1,2
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（DSRS）の因子モデル及び標準 データの検討 2008 
